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第 1 章　薬物依存症を理解しましょう

　1 人の人物を想像してみてください。その人は薬物を使いつづけていて、周囲の人が説得や

説教、あるいは叱責したりしても決してそれをやめようとしない。ひょっとすると、一度はそ

れをやめたり回数・量を減らしたりすることに成功したこともあったのですが、結局はまた使

い始めてしまった。もしもこのような人があなたの身近にいるとしたら、その人は「薬物依存

症」という障害を抱えている可能性があります。

　薬物依存症は国際的に認められている精神障害のひとつです。覚せい剤・シンナー・大麻な

どの依存性のある薬物を使いつづけているうちに心身に異変が生じ、薬物を使いたいという

気持ち（渇望）が強くなりすぎて、自分ではコントロールできなくなり、現実にいろいろと不都

合が生じているにもかかわらず薬物を使いつづけてしまう障害です。市販の鎮痛薬や咳止め

薬、病院で処方される睡眠薬や精神安定薬なども、使い方を誤ると依存症になる可能性があり

ます。

　何回くらい薬物を使うと薬物依存になってしまうかは個人差が大きいので一概にはいえま

せんが、通常は一度使っただけで薬物依存になることはありません。何度も使いつづけるうち

にその人の中に依存が形成され、異変が生じてきます。ただし、薬物依存に陥った人は、まさか

自分がそのような事態になるとは思わずに最初の一回を使ったわけですから、最初の一回の

持つ重みは大変なものです。

　薬物乱用・薬物中毒・薬物依存は、同じような意味で使われることが多いのですが、本当はそ

れぞれ違う意味をもっています（図１）。
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１．薬物乱用とは？

　薬物乱用とは、ルールに反した「行い」に対する言葉で、社会規範から逸脱した目的や方法

で、薬物を自ら使用することを言います。

　覚せい剤、麻薬（コカイン、ヘロイン、LSD、MDMA など）は、製造、所持、売買のみならず、

自己使用そのものが法律によって禁止されています。したがって、それらを一回使っただけで

も乱用です。未成年者の飲酒 ･ 喫煙も法により禁じられているため、一回の飲酒 ･ 喫煙でも乱

用です。

　有機溶剤（シンナー、接着剤など）は、それぞれの用途のために販売されているのであり、吸

引は目的の逸脱で、一回の吸引でも乱用です。また、一回に 1 錠飲むように指示された睡眠

薬、鎮痛薬などの医薬品を、「早く治りたい」と考え、一度に 2 錠も 3 錠も飲む行為は、治療の

為という目的は妥当ですが、方法的には指示に対する違反で、乱用です。もちろん、医薬品を

「遊び」目的で使うことは、目的の逸脱で、乱用です。

　また、わが国では、成人が飲酒すること自体は乱用ではありませんが、朝から飲酒して社会

生活に影響するようでは妥当な飲み方とは言えず、やはり乱用です。

　つまり、乱用という概念は、ルール違反という尺度で評価した用語であり、あくまでも「行

い」に対する用語であると考えるべきでしょう。

　したがって、その乱用が法に触れる場合、乱用者には警察などの取締機関が対応することに

なります。これは社会の約束事です。

1 薬物乱用・薬物依存・薬物中毒
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２．薬物依存とは？

　薬物の乱用を繰り返すと、薬物依存という「状態」に陥ります。薬物依存と言う状態は WHO

（世界保健機関）により世界共通概念として定義づけられていますが、簡単に言えば、薬物の乱

用の繰り返しの結果として生じた脳の慢性的な異常状態であり、その薬物の使用を止めよう

と思っても、渇望を自己コントロールできずに薬物を乱用してしまう状態のことです。

　この薬物依存は、便宜上、身体依存と精神依存の 2 つに分けて考えると理解しやすくなります。

　身体依存はアルコールを例にとると理解しやすいでしょう。長年大量のアルコールを飲み

続けた人は、いつの間にか、体の中にはアルコールがいつもあるものだという体に変化しま

す。そのような人が、飲酒のできない状況下におかれた場合、体は異変を起こします。

　手の震えや幻覚・意識障害などの“振戦せん妄”と呼ばれる離脱症状（従来は禁断症状といい

ました）を呈することがあります。このような状態になる場合、その人は身体依存になってい

るのです。

　身体依存になってしまうと、離脱症状の苦痛を避けるために、何としてでもアルコールを入

手しようとして、家族の目を盗んで自動販売機に向かったりといった、アルコールを手に入れ

るための行動を起こします。このような行動を薬
やく

物
ぶつ

探
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さく
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動
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といいます。そして、アルコール

を入手し、飲酒が繰り返されることになります。

　一方、精神依存とは、渇
かつ

望
ぼう

（薬物が欲しいという強い欲求）に抗しきれず、自制が効かなく

なった脳の障害（状態）です。精神依存だけでは、その薬物が切れても、身体的な不調は原則的

には出ません。

図１　依存性薬物使用の最大の怖さは、依存形成にある

乱用（Abuse）：薬物を社会的許容から逸脱した目的や方法で自己使用すること

依存（Dependence）：自己コントロールできずに、やめられない状態

急性中毒（Acute Intoxication）：乱用の結果。
急性アルコール中毒・有機溶剤急性中毒・覚せい剤急性中毒・身体症状

慢性中毒（Chronic Intoxication）：依存にもとずく乱用の繰り返しの結果
覚せい剤精神病・有機溶剤精神病・・身体症状
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